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3.3 仮 設工 につい て 

 人孔内は、フロア高が高く仮設の足場を設置しないと天井や壁面を十分に補修できない

状態であったため、補修に先立ってまず仮設の足場を設置した。足場材は、円形の躯体や

設備が複雑な場所に対応できる手すり先行型緊結足場を使用した。一般的に用いられる手

すり先行型枠組足場では、部材が門型となっており複雑な構造に対応して足場を設置する

ことが困難であるため緊結足場を採用した。緊結足場は、支柱材とつなぎ材を組み合わせ

て足場を組み立てるため構造が複雑な場所でも柔軟に対応して足場を設置することができ

る。加えて部材がすべて棒状となっており軽量でコンパクトに梱包もできるため、大深度

人孔でも持ち運びやすいという点でも優れていた。  
 
3.4 止水工について 

 止水工は、まず人孔躯体の構造や

漏水箇所の状況・規模等を確認し注

入方法を決定した。注入方法には、

背面注入と削孔注入があり、背面注

入は広範囲の躯体の劣化等により漏

水経路の確定が困難である場合、躯

体背面までドリルで貫通削孔し躯体

背面に止水材を注入する工法であ

る。削孔注入はひび割れや打継部等

からの漏水に対してドリルでひび割

れ等を躯体背面寄りで貫通するよう

に削孔し、そこから止水材を躯体背

面やひび割れに注入する方法であ

る。当該現場はひび割れ部がから漏

水していることが確認できたので削

孔注入で止水工を行った。  

注入方法が決定すると、施工個所

のひび割れや削孔位置をマーキング

し施工範囲や注入量等を決定した。

マーキング状況の写真を図 3.1 に示

す。マーキングを行った箇所に図 3.2
に示すように、φ10～ 13ｍｍのドリ

ルビットを用いて所定の深度まで注

入孔の削孔を行う。削孔完了後、内

部の切削粉を除去し、注入孔に注入

プラグ等の注入口を取り付け、止水

材の注入を行った。注入状況を図 3.3
に示す。注入は、施工範囲の下部ま

たは端部から順を追って行い、圧力

ゲージにより最初は低圧で注入し、

隣接する注入孔やひび割れへの注入

図 3.1 マーキング状況  

図 3.2 削孔状況  
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材の廻り具合を確認しながら調整す

る。注入しても漏水が止まらない場

合は、その原因を調査し部分的に再

度注入を行ったり、別途削孔してそ

こから止水材を注入する。止水材は、

ひび割れの変位に対して材料が繰り

返し追随できる、石油系のアスファ

ルト乳剤と硬化剤を攪拌したものを

使用した。攪拌状況を図 3.4 に示す。

攪拌時間は約 3 分で、硬化時間が 5

分から 20 分であることを確認し材

料をポンプで注入する。止水効果確

認後、取り付けた注入口を撤去し注

入孔をポリマーセメントモルタル等

で充填補修し、構築躯体表面を平坦

に仕上げて補修完了となる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5 施工後の状況 

 施工後の状況を図 3.6 に示す。図は

地下 3 階の施工後の写真であるが、

止水後は人孔内の漏水がほぼ止まり

壁面も床も水が溜まってなくきれい

な状態となったことが確認できた。

図は止水工事完了から約半年間経過

したものであることから、今回の補

修が大深度人孔における止水対策と

して有効であると考えられる。  

 

 

 

図 3.3 注入状況  

図 3.4 材料攪拌状況  

図 3.5 施工後の状況  
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